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学 術 雑 誌 へ の 論 文 の 掲 載 の 可 能 性 を 高 め る た め に





学 問 の 発 展

学 会 （ 学 術 組 織 ）

研 究 集 会 の 開 催 学 術 雑 誌 の 発 行



学術論文

研究報告

学 術 論 文 の 前 段 階 に あ る よ う な 論 考
学 術 論 文 と し て 真 価 が 問 わ れ る べ き 論 考 は
原 則 と し て 研 究 報 告 に 含 ま な い

査読 に よ っ て 掲載 の可否 を決定

国際会議 に出席 し て の 報告
展覧会 の報告
学術的価値 の高 い資料 （ ア ー カ イ ブ ） の 紹介

書評 紹介 す べ き 本 が あ れ ば 編集委員 に お知 ら せ く だ さ い

デ ザ イ ン 研究 に
資 す る 情報

発表要旨 発表後 に作成 し て 編集担当 ま で お 送 り い た だ き ま す

学会報告 学会報告 部会報告



論文とは何か？
信頼のおける知識をあらわす信頼のおける文章の形式

根拠づけられている
理由の言明
典拠の明示

形式に従っている
序論と結論
注のスタイル

考察されている
緊密な構成
意味の導出

評価の観点



学術論文の３段構成

序論
本文
結論
注

これも大事！

これも大事！

これも大事！



論文はコミュニケーション（知識の伝達）

読み手がいることを想定する

読み手は誰か ?
詳しく知らない人
丁寧に説明して！

査読者は誰か ?
いそがしい人
要点を知りたい！

一番大事なこと
序論において大事なことを簡潔にまとめる

学問的なコミュ力をつけるには
他の人の発表だけでなく質疑に耳を傾ける

読 み 手 を 無 視 し た 論 文
評価が低くなりがちです



1 序論をととのえる

２ 注をととのえる

３ 誰かに見てもらう

４ 枚数を確認する

５ 体裁をととのえる

６ 最終確認

論文の掲載の可能性を高めるために
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４ 枚数を確認する
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論文の掲載の可能性を高めるために



何について論じるか

対象に注目する理由

論文の目的 論文の意義

先行研究

論文の独自性の主張

本文の前提について説明

本文の流れ

序論（はじめに）



序論を丁寧に書くことで論文としての条件が整っているか自分で確認できる

何について論じるか明確か
先行研究をふまえているか
意義のある論文であるか
オリジナルな論文であるか

序文ひ な が た

https://www.let.osaka-u.ac.jp/bigaku/info/preface.pdf


読み手の興味を引く

論み手の理解を促す

読み手の信頼を得る

序 論 に よ っ て 読 み 手 と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 円 滑 に す る

序文ひ な が た

https://www.let.osaka-u.ac.jp/bigaku/info/preface.pdf


■ 論 文 の 紹 介

論 じ る 対 象 に つ い て 一 言 で 紹 介 「 本 論 は … に つ い て 論 じ る 」
論 じ る 対 象 に つ い て 一 言 で 説 明 「 … は … の 時 代 に お い て … で あ っ た 」
明 ら か に な る 結 論 を 一 言 で 予 告 「 本 論 で は … が … で あ る こ と を 明 ら か に し た い 」

■ 対 象 に 注 目 す る 理 由

当 の 対 象 に つ い て 論 じ る 理 由 １ 「 … に 注 目 す る 一 つ 目 の 理 由 は … 」
当 の 対 象 に つ い て 論 じ る 理 由 ２ 「 … に 注 目 す る 二 つ 目 の 理 由 は … 」
当 の 対 象 に つ い て 論 じ る 理 由 ３ 「 … に 注 目 す る 三 つ 目 の 理 由 は … 」

■ 論 文 の 目 的 お よ び 意 義

目 的 を 述 べ る 「 本 論 の ね ら い は … で あ る 」
意 義 を 述 べ る 「 一 連 の 考 察 を と お し て … が 期 待 さ れ る 」
展 開 の 可 能 性 「 一 連 の 考 察 は … に つ い て 考 え る う え で 重 要 な 手 が か り と な る 」

■ 先 行 研 究 → 論 文 の 独 自 性 の 主 張

先 行 研 究 へ の 言 及 「 Ａ 氏 の 研 究 は … を 明 ら か に し て い る 」
独 自 の 内 容 を 主 張 「 し か し … は あ ま り 顧 み ら れ て い な い 。 そ こ で こ の 論 文 で は … 」
独 自 の 方 法 を 主 張 「 そ し て … に つ い て 論 じ る に あ た り … の 視 点 か ら 考 察 を す す め た い 」

■ 本 文 の 前 提 に つ い て 説 明

概 念 の 意 味 を 定 め る 「 … の 語 は … と し て 理 解 さ れ る と き も あ る が … の 意 味 で も ち い た い 」
経 緯 に つ い て 述 べ る 「 た し か に … 世 紀 に も … は す で に み ら れ た … 世 紀 に な る と … 」
背 景 に つ い て 述 べ る 「 こ の 時 代 は … で あ り … が し ば し ば 問 題 と な っ て い た 」

■ 本 文 の 流 れ

全 体 と し て 何 が 重 要 か 「 以 下 で は … に 重 き を お い て 議 論 を 進 め て い く 」
論 文 の 流 れ を 紹 介 す る 「 第 １ 章 で は … 第 ２ 章 で は … 第 ３ 章 で は … 」
結 論 を も う 一 度 述 べ る 「 最 後 に … が … で あ る こ と を 明 ら か に し た い 」

序 論 （ は じ め に ） で 触 れ る べ き こ と

> > >

こ の 通 り で な く て も 、 こ こ に 含 ま れ
る ポ イ ン ト が 最 初 に 分 か り や す く
触 れ ら れ て い る の が 望 ま し い で す 。

https://www.let.osaka-u.ac.jp/bigaku/info/preface.pdf
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論文の掲載の可能性を高めるために



45 (43)

41

45 (43)

注 の 文 字 数 に ご 注 意 く だ さ い
ひながた

注

https://drive.google.com/drive/folders/1tYiFT1iAgTadNA_-7yynrMK7RBVnKcvr


論文とは信頼のおける知識を伝えるための信頼のおける文章の形式



注を多くつけようとすることで自分の論が根拠づけられているか確認

(1)
(2)
(3)
(4)
(5)
・
・
・
・



欧文はメジャーな表記スタイルに合わせる
APA  /  M L A  /  C H I C A GO
迷ったら CH I C AGO  MANUA L に準拠

注の表記を確認

『 The Aesthetics of  Design 』

「 Aesthetic Concepts 」

×

×

和文のカッコを使ってはいけない

https://www.chicagomanualofstyle.org/tools_citationguide/citation-guide-1.html


Dieter Rams, “Technologie Design,” Design Report 12 (1989): 36-41.

Klaus Klemp, “Dieter Rams, Braun, Vitsœ and the Shrinking World,”  in 
Less and More: The Design Ethos of Dieter Rams, ed. Keiko Ueki-Polet and 
Klaus Klemp (Gestalten, 2009), 433-496.

[30]

[31]

Yuriko Saito, Everyday Aesthetics (Oxford University Press, 2010), 205.[07] 

柳宗悦「雑器の美」(1926)『民藝四十年』(岩波文庫, 1984), 80-99.

出川直樹『民芸─理論の崩壊と様式の誕生』 (新潮社, 1988), 48.[34]

[35]

あくまで例です。かならず注のスタイルを統一してください！



>>>

シカゴスタイルはこちら
欧文文献の表記はルールに従う

https://www.amazon.co.jp/dp/022628705X/
https://www.chicagomanualofstyle.org/tools_citationguide/citation-guide-1.html
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論文の掲載の可能性を高めるために



学生の場合はかならず指導教員のチェックを受けたうえでご投稿ください
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レイアウトに従わずにページ数の確認をみずから

積極的に行わなかったうえページ数のカウントを

困難にしている場合、レイアウトに従っているが

ページ超過を知りながら提出を行なった場合、１

ページを超える超過であることが予想される場合。

これらに該当する場合、不受理となることがある。

WORD  ひ な が た

1 4 枚 以 内 厳 守

https://drive.google.com/drive/folders/1tYiFT1iAgTadNA_-7yynrMK7RBVnKcvr


41

16

41

32

ひながた

本
文

https://drive.google.com/drive/folders/1tYiFT1iAgTadNA_-7yynrMK7RBVnKcvr


45 (43)

41

45 (43)

注 の 文 字 数 に ご 注 意 く だ さ い
ひながた

注

https://drive.google.com/drive/folders/1tYiFT1iAgTadNA_-7yynrMK7RBVnKcvr


A 4 B 5

A4で組んで B5で仕上がるとき
図が小さくならないことがある
レイアウトは余裕をもってする

ひながた

図
版

https://drive.google.com/drive/folders/1tYiFT1iAgTadNA_-7yynrMK7RBVnKcvr


ワ ー ド の ひ な が た を ご 利 用 く だ さ い

WORD  ひ な が た

https://drive.google.com/drive/folders/1tYiFT1iAgTadNA_-7yynrMK7RBVnKcvr


自信の無い場合には早めに編集事務局に問い合わせてください
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３ 誰かに見てもらう
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論文の掲載の可能性を高めるために



はじめに、むすびに、数字なし
小見出しに数字をふる

目
次



本稿は，第 XXX 回研究例会(20XX 年 XX 月 XX 日，XX大学)での発表にもとづく。

1頁目



接続詞、冠詞、前置詞、以外は大文字で始める

ネ イ テ ィ ヴ チ ェ ッ ク を か な ら ず受け て く だ さ い

英
文
要
旨
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い ま い ち ど 確 認

執筆要項

投稿既定

http://www.japansocietyofdesign.com/bulletin/write.html
http://www.japansocietyofdesign.com/bulletin/contribution.html


投稿既定

http://www.japansocietyofdesign.com/bulletin/contribution.html


14頁以内厳守

確認しましょう



不採用の決定について

厳正な審査の結果、投稿されたご論文が、不採用と

な る こ と も あ り ま す 。 そ れ は け っ し て ご研究 の価値

を否定 す る も の で は あ り ま せ ん 。執筆 に あ た っ て の

労苦 が報 わ れ ず と て も残念な こ と で は あ り ま す が 、

意味深い研究であればこそ、時間をかけて修正をし

て 、良いか た ち で再投稿してほ し い と願って い ま す 。



査読者へのお願い

不採用のときはどうすれば採用される論文に
なるかについて建設的なコメントをください。



学 会 参 加 の す す め

他の人の研究に触れることは自分の研究を相

対化するための良い機会です。他の人の発表

の質疑の場に居合わせることで、自分の研究

にどんな指摘がなされうるか会得できます。

ベテランのかたは研究発表にたいして、それ

が論文として投稿されることを想定したうえ

で、何に気をつけて論文に仕上げたらいいか

具体的なコメントを下さるようお願いします。



学術論文

研究報告

学 術 論 文 の 前 段 階 に あ る よ う な 論 考
学 術 論 文 と し て 真 価 が 問 わ れ る べ き 論 考 は
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研究報告

投稿既定

執筆要項

（編集委員会 に て掲載 の可否 を決定 ）

８ 頁以内 （ １頁 4 1 字 × 3 2 行 ）

http://www.japansocietyofdesign.com/bulletin/contribution.html
http://www.japansocietyofdesign.com/bulletin/write.html


学 問 の 発 展

学 会 （ 学 術 組 織 ）

研 究 集 会 の 開 催 学 術 雑 誌 の 発 行



このスライドはこちらからご覧いただけます


